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パブリックコメントの意見の概要と町の考え方 

 

⚫ 案件 「第 8期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（案）」 

⚫ 応募期間 令和３年 1月 19 日～令和３年 2月 19日 

⚫ 提出意見 １５件（1人） 

⚫ 意見の該当と町の考え方 区分 A：意見を計画に反映したもの B：参考意見として承ったもの C：その他（質問等） 

No. 
該当

箇所 
意見の概要 町の考え方 区分 

１  福祉と介護を別冊にして頂きたい。100 ﾍﾟｰｼﾞの PDFに

目を通すのは苦痛。一部重複されて記述される部分もあ

るのは構わない。 

高齢者保健福祉計画と介護保険事業計画との関連性

は強く、共通認識をもって事業を行っていく必要が

あることから、一体的な計画としています。ご意見

については、次回以降のパブリックコメント実施の

際に参考とさせていただきます。 

B 

２  １ページに要旨を纏め、一目で判るものを作成願いた

い。 

次回以降のパブリックコメント実施の際に参考とさ

せていただきます。 

B 

３  高齢者の定義を冒頭に記載して頂きたい。 ご意見を踏まえ、3ページに記載いたしました。 A 

４ P4 

 

「地域福祉活動計画」の具体例を記載して頂きたい。

開成町担当の地域福祉計画に理念等のお題目ではまず

い。具体的なものに踏込む必要あり。 

4 ページの図は、本計画の位置付けをお示ししたも

のであり、地域福祉活動計画の具体例は開成町福祉

コミュニティプランをご覧ください。 

C 

５ P6 社協との具体的連携を記載して頂きたい。 具体的連携について、各章基本施策ごとに、事業・

取組み、担当部署を記載しています。各章をご参照

ください。 

C 
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６ P13 

 

ケアマネージャー・福祉資格者等の人数推移や介護認

定審査日数を記載願いたい。 

有資格者の推移などの把握は困難なため記載してい

ません。また、介護認定審査日数は 13ページに追

記しました。 

A 

７ P26 要介護認定でフルタイムで働いている人の事業所は要

介護認定の事実を知って雇用しているのか？ 

ご指摘の事項は、要介護認定者を対象にしたアンケ

ートにおける「主な介護者の勤務形態」の中の一つ

の項目であり、雇用とは関係ありません。 

C 

８ P31 老人クラブや婦人会の呼称は現代にマッチしてない。

高齢者が明るく生き未来へ希望がつながる呼称を望む 

ご意見として承り、担当部署と共有させていただき

ます。 

B 

９ P43 「安心・安全」では高齢者が歩行する道路がボコボコ

で躓きやすく、歩きやすい舗装された道路は車の量が

多い現実。現状分析も必要。 

ご意見として承り、担当部署と共有させていただき

ます。 

B 

10 P49 基本施策に「高齢者雇用の拡充」の追記願いたい。政

府の高齢雇用も変化している。「自己決定の推進・支

援」の意味不明。 

高齢者の雇用については、基本目標「自分らしくい

きいきと暮らせるまち」の基本施策「高齢者の社会

参加の促進」内に記載をしています。 

また、「自己決定の推進・支援」は、個人として尊重

され、ご自身の人生を選択してくことが今まで以上

に必要と考えたため、今回の計画から基本施策と

し、53 ページに具体的な考えや事業を記載していま

す。 

B 

11 P58 「高齢者の働く機会の確保」は今後重要度が増してく

る。シルバー人材センターでの就労の場は年々減少、

分配金も減少している。リサイクルセンター創設や知

見者による事務書類作成やホームページの一部作成等

ご指摘のとおり、高齢者の働く機会の確保は社会と

しても、また高齢者一人ひとりの生活にとっても重

要な事項と認識しております。シルバー人材センタ

ーへのご意見として承り、担当部署と共有させてい

B 
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のテレワーク業務創設を検討願いたい。身体の衰えを

カバーするのがマインドということを普及する必要が

ある。シルバー人材センターの理事長や事務局長が無

報酬で担当され、会員と同じ立場になりセンターを活

性化させることが必須の課題でしょう。 

ただきます。 

12 P61 地域包括支援センターが休日や夜間に相談できないた

め、困っている人が散見されるのが問題。せめて昼間

の休日を当番制で役場で対応して欲しい。電話が通じ

るだけで精神面のケアが進む。 

地域包括支援センターは、24時間連絡がつく体制を

とっていますので、この点の周知をより一層図って

いきます。 

B 

13 P64 後期高齢者が後期高齢者を介護することに関する課題

の記述が必要。 

主な介護者の年齢は 25ページのアンケート結果か

ら 70歳代が多いことが明らかになっています。ご

指摘の点については 43ページの「課題・取組み方

針」について記載をしています。 

B 

14 P68 「切れ目のない在宅医療の推進」を掲げることは無

理。在宅医療と介護の課題や問題点が整理できてない

現実では？ 

介護が必要になっても住み慣れた地域で生活を支え

るためには、医療機関と在宅医療・介護を担う事業

所との連携は必須と考えます。在宅生活を望む方々

が安心して生活が送れるように、連携強化を図って

いきます。ご意見として承りました。 

B 

15 P77 年金から引かれる介護保険料は高い。介護を受けず、

健康を維持している高齢者には割引制度等のアドバン

テージを検討願いたい。 

ご意見として承り、今後の参考にさせていただきま

す。 

B 

 


